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rハイピァリアン』 神話における時間と記憶
斎賀久子
序
　キーッ（John　Keats，1795－1821）が詩作活動をしたのは実質7年間に過ぎない。
彼が残した作品に対する今日の一般的な評価は・やはりオードに中心が置かれてい
ると思われる。しかし彼が常に望んでいたことはシェイクスピァ（William
Shakespeare）のような大詩人になること、そしてそのためにも長編詩や悲劇を書
くことであった。その決意は『睡眠と詩』　（Sleθp　and　Poetr7）という詩に表され、
その中では花神フローラや牧神パンの喜びの世界を通りすぎて人間の苦痛を理解で
きる、より高貴な人生を目指すことを宣言している。（1）
　そしてその最初の試みであり、結局完成した唯一あ長編詩が『エンディミオン』
（Endvaion＞”（“あった。　『エンディミオン』では主人公が様々な試練に耐えて旅を
して、最後に月の女神と結ばれて神格化される。これは一種の英雄神話と見ること
ができる。英雄神話とは大抵子供が旅に出てあらゆる困難を乗り越え、最後に龍を
一93一
退治して宝物を得るという筋になっており、精神分析的には子供が親を乗り越えて
自我を獲得するという、大人になるためのイニシエーションを表すと考えられてい
る。当時の手紙の中でキーツはこの作品を「試練（test，　trial）」と呼び、「四千
行の詩を書くことができれば名声の聖堂に少しでも近付くことができる」といって
いる。（2）このようにキーツ自身も、　『エンディミオン』を大詩人になるためのイ
ニシエーションとしての長編詩であると位置付けており、それは意識的にか無意識
的にか、まさに適した神話構造をとって描かれている。
　では、それに続く長編詩の試みとして、『ハイピァリアン』（1加θがoのはどの
ように捉えることができるだろうか。この作品に用いられている神話構造やその要
素によっても、二作目の長編詩としての位置付けを確かめることができるか否かを
検討したい。また、そのような個人的意識の表れ以外に、時間と記憶という普遍的
な問題に対する意識を探っていこうと思う。
1
　『ハイピァリアン』の創作については、すでに『エンディミオン』執筆時から計
画されており、その序文でギリシア神話を題材にすることが予告されていた。（3）
I　hope　I　have　not　in　too　late　a　day　touched　the　beautiful　mythology
of　Greece，　and　dulled　its　brightness：　for　I　wish　to　try　once　more，
before　I　bid　it　farewe11．
　　　　　　　　　　　　　　　（Preface　to　End7mion，　10　April　1818）（4）
この作品を検討する上で何より問題なのは、未完に終わっていることと、後に書か
れた『ハイピァリアンの没落』　（The　Fal！of　UJρerion）との関係である。未完の
ため、キーツが描こうとした決定的な全体の構造を見極めることは難しい。しかし
使用されている神話モチーフがタイタン族（Titans）とオリュンボス族（Olympians）
という新旧の神々の交代劇であることはわかる。この神話はギリシアの土着民族と
そこに侵入してきたインド・ヨーロッパ語族との争いという史実を反映していると
考えられている。（5）神話には太古の一回の出来事によって特定の自然現象や文化
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現象を説明するという特質があるが、ここでも旧いものが滅びて新しいものが力を
得るという自然の摂理、普遍的な真実が表されている。
　さらに神話を普遍的（集合的）無意識の表れと考える精神分析的な見方をしても、
これは子が親を乗り越えるだけでなく、やがて自分も親となり自らの子に乗り越え
られる父子関係の系譜を表していると考えられる。イニシエーションの英雄神話か
らは一段階進展した形といえるので、二作目の長編詩『ハイピァリアン』には適し
た神話といえるかもしれない。この新旧交代神話に対するキーツの理解は、この詩
の中で最も重要視されることの多いタイタン族の海神オシーアナス（Oceanus）の台
詞に表れている。
We　fall　by　course　of　Nature’s　law，　not　force
Of　thunder，　or　of　Jove．．．．
So　on　our　heels　a　fresh　perfection　treads，
A　　ower　more　stron　　in　beaut　　　born　of　us
And　fated　to　excel　us，　as　we　pass
In　glory　that　old　darkness；
．。．．For　’tis　the　eternal　law
That　first　in　beaut　　should　be　first　in　mi　ht；
Yea，　by　that　law，　another　race　may　drive
Our　conquerors　to　mourn　as　we　do　now．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ffyperi　on，　Book　H，　11．181－231．）
’このように世代交代は誰にも逆らうことができない運命であること、更にこれは一
回きりのことではなく永遠に繰り返されるものであるという、神話の表す普遍的真
実が理解されていることが分かる。逆に言えば、こあ真実、「永遠の法則」を表す
ためにこの神話を利用しているということが十分に考えられる。
　ただし滅びる者の苦しみや悲しみに関しては、『エンディミオン』でも既に没落
として描かれていた。クライマックスの直前でエンディミオンは自分の王国が滅び
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かかっていることを知り、自らもその運命を共にすることを覚悟している。（6）従
って繁栄と没落（生と死）というテーマ自体は新しいものとは言えないが、それを
一人の人物の繁栄と没落から繁栄する者と没落する者の二組に分けてその対比を明
確にしているところがこの詩の新たな試みである。
　更に『エンデイミオン』が感傷的であったという反省もあった。
．．．in　Endymion　I　think　you　may　have　many　bits　of　工h幽
sentimental　cast　　－　the　nature　of　伽）θrゴo刀will　lead　me　to　treat
it　in　a　more　naked　and　　recian　盟anner－and　the　march　of　passion
and　endeavour　will　be　undeviating　－
　　　　　　　　　　　　（Letter　to　B．　R．　Haydon，　23　January　1818）（7）
そこヘミルトン（John　Milton）の『失楽園』（Paradise　Los　t）の影響を受けて、こ
の詩を叙事詩として書こうとしたのである。ここ．にも客観性・普遍性を強めようと
いう意向を見ることができる。（8）
　ここで問題になるのが、この分けられた二組タイタン族とオリュンボス族、特に
それぞれの太陽神であるハイピァリァンの没落とアポTI（Apollo）の神格化という二
つのことが別々に描かれ、双方が実際に直接戦う場面は描かれていないということ
である。（9）これは先のオシーアナスの言葉によると、力よりも美において超越す
ることに意義が認められているためかもしれない。しかしこれでは新しい神が本当
に旧い神に勝っているのかが明らかではなく、旧い神はただ自滅してゆくかのよう
でさえ，ある。没落するものと台頭するものに対する態度が客観性・安定性に欠けて
いるように思われる。因果関係が薄いので「子が父を乗り越える」ことの象徴とし
ては表現が弱いし、叙事詩として出来事を時間の経過に従って順番に淡々と語るこ
とが徹底されていない。特に第1・2巻で没落神たちを描いた後、第3巻でアポロ
に視点を移したときにそれが見られる。（1ωここでアポロとハイピァリアンに対す
る詩人の態度を探ってみたい。
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H
1．アポロ
　アポロは『エンディミオン』の中で月の女神シンシアの兄弟と呼ばれ、やがて描
かれることが予告されていた。
一will　I　sing　ere　long，
And　thou　shalt　aid　－・一・－　hast　thou　not　aided　me？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（盈ndXmion，　Book　IVp，　774－75）
そしてそれを受けるかのように『ハイピァリアン』の中では「アポロが再び黄金の
主題だ」と言われている。
Where　was　he，　when　the　Giant　of　the　Sun
Stood　bright，　amid　the　sorrow　of　his　peers？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll7Pθrゴon，　Book　皿，　11．28－30．）
アポロは太陽神以外にも、詩や音楽など芸術の神、医術，・予言の神、ロゴス・理性
を表す神など様々な役割を持つが、特にキーツにとっては理想の詩人としての詩神
であり、多くの詩で言及され讃えられている。また、『エンディミオン』と『ハイ
ピァリァン』の違いを述べた先の手紙の続きにおいて、『エンディミオン』の主人
公と『ハイピァリアン』のアポロを比較している。
一　and　one　great　contrast　between　them　will　be　　－　that　the　Hero　of
th…itten　t・1・b・i・g…t・1　i・1・d・n，1ik・B・・napart・，　by
circumstance；　whereas　－　being　a　fore－seeing　God
will　shape　his　actions　like　one．　But　I　am　counting　＆c．
　　　　　　　　　　　　　（Letter　to　B．　R．　Haydon，　23　January　1818）
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ここからもアポロを主人公と考えていることが明らかである。
　このようにアポロを主人公と限定するならば、つまりアポロの神格化が主題なの
であれば、この詩も『エンディミオン』同様に英雄神話として読むことができる。
アポロは自分の「無知（aching　ignorance）」を悲しみ、記憶の女神ムネモシュネ
（Mnemosyne）に「知らない事（unknown　thing）」を教えてほしい
と懇願する。するとムネモシュネの顔に「不思議な教訓」を読むことができる。
Mute　thou　remainest　　－　mute1　Yet　I　can　read
A　wondrous　lesson　in　thy　silent　face：
Knowld　e　enormous　makes　a　God　of　me．
Names　　deeds　　　re　　le　ends　　dire　events　　rebellions，
Ma’eStieS　　SOvran　vOiCeS　　a　OnieS，
C工⊆一ミ，　all　at　once
Pour　into　the　wide　hollows　of　my　brain，
And　deify　me，　as　if　some　blithe　wine
Or　bright　elixer　peerless　I　had　drunk，
And　so　become　immorta1．’
（Book　IH，　ll．111－20．）
「教訓」とは「膨大な知識」、すなわち「名前、行為、灰色の伝説、悲惨な出来事、
反乱、王者の威厳、神々しい声、苦悶、創造と破壊」である。これらの知識を得る
ことによってアポロは神格化される。この知識とはムネモシュネが表すところの「
記憶」であり、タイタン族とオリュンボス族の戦いのような過去の歴史、そしてそ
れが表す「自然の法則」と言いかえることもできよう。このようにアポロは自ら戦
って栄冠を勝ちとるのではない。自分で体験するのではなく、他人の体験を知識と
して受容するのである。この神格化にも詩人の個人的（無）意識、上昇指向、成長
願望を見ることはできると思われるが、自分の足で旅をして人間の悲しみを知った
エンディミオンの英雄神話とは少し異なるものである。
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2．ハイピァリアン
　さて一方でこの詩の主題を「ハイピァリアンの没落だ」とキーツ自身が言ってい
る手紙がある。
I　think　you　knew　before　you　left　England　that　my　next　subject　would
be　　‘一”　　I　went　on　a　little　with　it　last　night　　－
but　it　will　take　some　time　to　get　into　the　vein　again．　I　will　not　give
you　any　extracts　because　I　wish．the　whole　to　make　an　impression　　－
　　　　　　（Letter　to　Geroge　and　Gerogiana　Keats，　18　December　1818）
何よりも詩の題名は『ハイピァリアン』であるし、さらに書き改められるときには
『ハイピァリアンの没落』とより明確に改題されている。題名に使われている人物
が主人公として重視されていると考えるのはごく一般的であろう。しかし残されて
いるテキストの中ではハイピァリアンはそれ程印象的であるとか、大きな位置を占
めているとは思われない。むしろアポロの神格化のために、タイタン族におけるア
ポロに対応する者として引き合いに出された感じさえする。
　他の巨人神達が地上で没落を嘆いている中で、ハイピァリァンだけはまだ太陽神
として天に君臨して、支配者としての威厳を保っている。しかし内心では自分も減
びる運命にあるのではないかという恐怖に囚われている。父シrラス（Coelus）は
ハイピァリアンには神として力があり、いかなる不吉な時間にも対抗することがで
きると言う。（1，337r40）この台詞によって、この詩におけるハイピァリアンは
他の神々とは違い、特別視されていることが分かる。
　太陽神としてハイピァリアンの動きにも太陽の運行の表現が使われているし、彼
の周囲にはニンフ‘Hours’（1，216）や時間の神‘Time’（ll，1）という名前も見
ることができ、時間との関係が強調されている。しかし太陽を司るからとはいえ、
時間を完全に支配できるわけではない。
While　stiIl　the　dazzling　910be　ma三ntained　eclipse，
Awaiting　for　Hyperion’s　command．
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Fain　would　he　have　commanded，　fain　took　throne
And　bid　the　day　begin，　if　but　for　change．
He　might　not．　No　　thou　h　a　　rimeval　God，
The　sacred　seasons　mi　ht　not　be　disturbed．
Therefore　the　operations　of　the　dawn
Stayed　in　their　birth，　even　as　here　’tis　told．
（Book　I’，　ll．288－95．）
ハイピァリアンには時間を早めたり止めたりすること、意のままに操ることはでき
ない。ギリシア神話では神にも運命を操ることは不可能だからである。（11）結局ハ
イピァリアン自身が天を巡る太陽として、常に進行している時間の象徴だと言える
のかもしれない。そしてその時間はいま没落へと進んでいるのである。没落劇は成
長や発展という上昇指向を表す英雄神話とはまさに正反対のものである。キーツが
没落の方を主題にしようとしたのであれば、『エンディミオン』執筆時からは変化
した意識の働きが表れているのであり、個人的な成長よりも死すべき者の運命や悲
しみという普遍的真実をより重視するようになったと考えることができる。
3．サターン
　存在感の薄いハイピァリアンに代わってこの詩の没落の要素を強調しているのが
サターン（Saturn）の存在である。サターンはタイタン族の主神で、ギリシア神話
のクロノスにあたる。すなわち父ウラノスを去勢し、自らも息子のゼウスにその地
位を追われるという父子関係、新旧交替神話をひとりでを体現する神である。その
点からも、ハイピァリアンよりも没落劇の主人公としてふさわしい様にも思えるし、
実際この詩において大きな位置を占めている。
　サターンは既に没落してしまっており、神と認められていない。サターンの周囲
はネガティヴな表現に満ちており、年老いて力を失っていることが強調される。
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．．．． D．．．．．s．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．Who　had　P6w6r
To　make　me’desolate？　whence　came　the’strength？
How　was　it　nurtured　to　such　bursting　forth，、
While　fate　seemed　strangled　in　my　nervous　grasp？ttt
But　it　is　so；　and　I　am　smothered　up，
And　buried　from　all　godlike　exercise
Of　influence　benign　on　planets　pale，
Of　admonitions　to　the　winds　and　seas，
Of　peaceful　sway　above　man’s　harvesting，
And　all　those　acts　which　deity　supreme
Doth　ease　its　heart　of　love　in．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iamgone
Away　from　my　own　bosom；　I　have　left
欄
Somewhere　between　the　throne　and　where　I　sit
Here　on　this　spot　of　earth．　Search，　Thea，　se．arch！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Book　I，　11．　102－16．）
．．●．．．．．．．．．．．．　‘But　cannot　I　create？
Cannot　I　form？　Cannot　I　fashion　forth
Another　worId，　another　universe，
To　overbear　and　crumble　this　to　naught？
Where　is　another　chaos？　Where？’
（Book　I，　11．141－45．）
神としての力だけでなく、自分自身のアイデンティティさえなくしてし．まったとい
う。自我の喪失とはまさに自我の獲得の反対のものであり、成長と没落の対比を明
らかにしている1更に創造力の欠如は詩人にとっても致命的な大問題である。
　　サターンの統治していた時代は黄金時代と呼ばれ、永遠の悦楽の世界の象徴であ
る。そこから没落する、すなわち地上へ落ちるということは、聖書の失楽園と同じ
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く、時間の世界に落ち込むことである。クロノスは時を表すと考え．られていたが、
この詩におけるサターンは既に没落してしまった神として過去の失われた時間を表
しているといえるだろう。それに対してハイピァリアンはこれから没落していこう
としている存在として描かれ、現在の失われゆく時間を表している。そして理想の
詩人でありこれから神になろうとするアポロは未来を象徴していることになるだろ
う。
皿
　失われゆく時間というのは死すべき者の運命、人間の悲しみとして常にキーツの
詩の主題である。ギリシアの壼に見出だされた永遠の美のように、失われてしまう
時間を何とかつなぎ止めておこうとすること、あるいはその努力としての芸術と、
死なねばならぬ美とともにあるメランコリーに表されているように、あきらめてあ
るいは逆に失われるところに真実と美とを見出して受容すること。この二つの間で
の心の揺れと葛藤が常にあったと思われるが、それを両義性（ambiguity）やオク
シモロンや様々なイメージ等によって巧くまとめあげたのが、この『ハイピァリァ
ン』の後に書かれた一連のオードだと言えるだろう。
　この失われる時間をつなぎ止めておく機能は普通「記憶」と呼ばれる。記憶は過
去を再構成し、再現前化するものである。未来のために過去を現在に呼び覚ます、
換言すれば過去・現在・未来をつなぎ合わせる働きを持ち、常に流れ過ぎ行く時間
に対して人間が持つ最大の力と言えるかもしれない。
　ギリシア神話において記憶の女神ムネモシュネが芸術の女神ミューズ（Muse）た
ちの母親とされているということは、芸術が美を記憶しておくものだという認識が
それほど古くからあったことを示している。（12〕この詩において、そのムネモシュ
ネが黙ったままその顔に表したものをアポロに受け取らせる、すなわち過去の歴史
を未来の神に伝えるという行為は、まさに記憶の機能そのものである。近代文学に
表される記憶とは個人的な過去の出来事の回想であることが多く、しばしば自我の
問題と関係づけて論じられるが、この詩における記憶は個人的な記憶ではなく、人
類が共通して持つ普遍的なものである。自分自身が直接経験したことの回想ではな
く、他人の経験である過去の歴史に表された真実の受容であり、それはまた神話に
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表される普遍的無意識の覚醒と言い換えられる。アポロがムネモシュネを夢に見た
ことがあり、無意識の内にその名前を知っていたということは、この記憶が彼の無
意識の中にあったものであることを示唆している。（13）
　アポロが記憶を受、け取り、不可逆な時間と不可避の運命を認識するのは神格化す
るための必要条件である。成長を遂げるためにはその後にやってくる没落という真
実を知らなくてはならない。普遍的真実の追求と個人的な成長願望、簡単に言い換
えてしまうと理想と現実であるが、この二つの間の矛盾から葛藤が生じるのは必至
である。最後にアポロは死のような苦痛を受ける。
AIl　the　immortal　fairness　of　his　limbs　　－・
Most　like　the　struggle　at　the　gate　of　death；
Or　liker　still　to　one　who　should　take　leave
Of　pale　immortal　death，　and　with　a　pang
As　hot　as　death’s　is　chi11，　with　fierce　convulse
Die　into　life．　So　young　Apollo　anguished；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Book　IH，　11．125－30．）
しかしここで死の体験をしたためにアポロだけが没落を免れて永遠に神として君臨
するならば、普遍的真実と矛盾する。　「死んで蘇る」ということは直線的時間とは
矛盾するものである。
　この直後にこの詩が打ち切られてしまうということは、この琿想と現実の葛藤が
詩人自身のものでもあることを示唆している。大詩人を目指しながら、既にその衰
退を考えねばならないということは、衰退するために大詩入になるような矛盾を引
き起こし、理想という目標を失うことになりはしないだろうか。そして現実の苦痛
だけが残ることになるのではないだろうか。シェイクスピアのような大詩人になる
という理想と、そのために必要なシェイクスピァの特質の現実性、人間の苦痛を知
ることとの間には矛盾があった。それはまた逆に、現実の生身の人間としての詩人
というアイデンティティを獲得することと、アイデンティティを持たない詩人にな
るという理想との間の矛盾でもある。これが詩人キーツの理想と現実の間の揺れで
あり、それがこの詩におけるアポロとハイピァリアンの間の揺れになっていると考
一103　一
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　ハイピァリアンがまだ没落していないうちに、理想を失うことを恐れるかのよう
に性急にアポロを神格化させてしまったところに行きづまりが生じるのは当然であ
る。不可逆な時間あ苦痛を主題にしながら、詩人自らその直線的時間を逸脱してし
まったことになるからだ。　『ハイピァリァンの没落』ではこの失敗、時間の問題を
副題の通り「夢」（Adream）という形を用いることで解決した。夢の中では時空
間を自由に超越することが可能である。しかし『ハイピァリアンの没落』では神格
化するアポロの役が、語り手でもある現実的な詩人という人物に取って代られてい
る。そして『ハイピァリアン』以降キーツの詩においてはアポロに対する言及が減
少している。それはまるで神格化してしまったアポロにはもはやハイピァリアンと
同じ運命、没落しか残されていない、ということを表しているかのようである。
　アポロがハイピァリアンと同一化してしまうということは、理想が現実にとって
栂わられる、つまり未来が現在になってしまうということである。失われゆく時間
に美と真実を見出していたキーツの関心が現実と現在に、すなわちアポロからハイ
ピァリアンに移ったとしても不思議はない。記憶が再現前化されるのは必ず現在で
あるし、詩人が詩を書いている時も常に現在だからである。この詩では、失われて
しまう過去の時間（サターン）を記憶（ムネモシュネ）によって未来永遠に残る芸
術・詩（アポロ）にするという詩人の理想が描かれながら、結局その理想は過去も
未来も知っている現在（ハイピァリァン）の不安や苦しみに吸収されてしまうこと
を表していると言うことができるのではないだろうか。そしてハイピァリアンは決
して没落してしまうことはなく、常に没落しっつある現在の象徴として、キーツの
現実意識を示しているのである。
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